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基本方針基本方針



基本理念

「デジタル田園タウン構想事業」は、第7次矢吹町まちづくり総合計画における
重点方針の1つです。デジタルも活用した住民本位のまちづくりの総合的な指針
となるよう、総合計画の理念に基づき、当事業の基本理念を定めています。
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将来像

「デジタル田園タウン構想事業」の基本理念に基づき、
「デジタルも活用して矢吹町はどのようなまちになりたいか？」を将来像として定
めました。総合計画で定める6つの柱を支え、かつ横串として機能するデジタルの力
を最大限活用することで、住民の皆様に価値ある暮らしを提供していきます。
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全体像

「デジタル田園タウン構想事業」の基本理念と将来像に基づき、
「具体的になにをやっていくか？」を全体像として定めました。矢吹町では、デジタル変革は既に
起こっているものとし、変革の先に「なにをするか」すなわち「まちをどうデザインしていくか」と
いう考えを大事にしています。基本的には、デザイン領域を地域と庁内の2つの領域に分け、
地域においては6つの柱のうち、行財政を除く取組すべてを、庁内においては行財政の取組を積極的に
実施することで、住民の皆様がより幸せに暮らせる社会をつくっていきます。
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具体的施策
（子育て・教育・文化・スポーツ）

「デジタル田園タウン構想事業」の基本理念・将来像・全体像に基づき、「じゃあ具体的になにをやって
いくか？」を具体的施策として定めました。
「子育て・教育・文化・スポーツ」の観点では、特に「若い世代、子育て世代に選ばれるまち」を
目指し、医療相談アプリを普及促進する「オンライン相談システム導入・運用」により子育てしやすい
環境を整備するほか、「スポーツ×デジタル振興プロジェクト」との連携も行い子どもを中心にあらゆる
世代が繋がることのできる環境をつくります。
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具体的施策
（産業・福祉・生活・環境）

「デジタル田園タウン構想事業」の基本理念・将来像・全体像に基づき、「じゃあ具体的になにをやっていく
か？」を具体的施策として定めました。
「産業・福祉・生活・環境」の観点では、特に「安全・安心に生活できるまち」を目指し、「スマート農業技術
の導入・運用」を積極的に行うほか、高齢者等の見守りネットワーク強化のための通信機器導入などを行う
「見守りサービス推進プロジェクト」を実施します。また住民の皆様のお出掛けを協力にサポートする「AI
活用型オンデマンドバスの普及促進」を更に実施することで、移動手段の確保並びに慢性的なドライバー不足を
解消していきます。
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具体的施策

「デジタル田園タウン構想事業」の基本理念・将来像・全体像に基づき、「じゃあ具体的になにをやっていく
か？」を具体的施策として定めました。庁内デザインは、簡単にいうと「住民サービスの質と職員の働きやすさ
を両立させる」ためのものです。
　具体的には「BPR、業務改善の実施」により仕事の内容を見直すほか、「職員のデジタルスキル向上支援」の
実施により、業務効率化と生産性向上を実現します。これらにより生み出された時間や費用、マンパワーは、
住民の皆様一人ひとりに寄り添った温かみのある対面サービスに充てます。
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「第2次デジタル田園タウン構想事業基本方針」で定める具体的施策を実行していくにあたっては、
「OODA（ウーダ）ループ」を活用します。
  デジタル時代の世の中は変化のスピードが非常に早く、先行きが不透明で、将来の予測が困難となっています。
このことから、「計画」の重要性は認識しつつも、現象を「観察」することを大切にし、そのうえで「仮設構築、
意思決定、実行」へと繋げる、変化を恐れない柔軟な思考サイクルを回していきます。
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